
2021 年 11 月 10 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 221 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

 

【不適合関係】 

・ 10 月 25 日  柏崎刈羽原子力発電所での火災の発生について 

〈第 1報（最終報）〉（公表区分：Ⅰ）                         〔P.２〕 

・ 11 月 ４日 車両通行証の誤使用について 

〈核物質防護に関する不適合情報>（公表区分：Ⅱ）             〔P.３〕 

 

【発電所に係る情報】 

・ 10 月 14 日 柏崎刈羽原子力発電所における改善措置の進捗               〔P.４〕 

・ 10 月 14 日 柏崎刈羽原子力発電所 6号機非常用ディーゼル発電機の定例 

試験中の不具合について（区分：Ⅲ）の原因と対策について  〔P.６〕 

・ 10 月 28 日 柏崎刈羽原子力発電所 1号機主変圧器エリアの排水ポンプに 

おける端子台およびケーブルの火災について                   〔P.８〕 

・ 11 月 ２日 柏崎刈羽原子力発電所 6号機大物搬入建屋の杭の損傷について   〔P.10〕 

・ 11 月 ４日  柏崎刈羽原子力発電所 1号機主変圧器エリアの排水ポンプに 

おける端子台およびケーブルの火災について（区分：Ⅰ）       〔P.13〕 

・ 11 月 ４日  柏崎刈羽原子力発電所における取組み                         〔P.14〕 

 

【その他】 

・ 10 月 27 日  2021 年度第 2四半期決算について                            〔P.16〕 

・ 10 月 28 日 柏崎市、刈羽村における「コミュニケーションブース」の 

開催について                                            〔P.28〕 

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

 10 月 28 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

進捗状況(概要版)                〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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東京電力ホールディングス（株）　柏崎刈羽原子力発電所

核物質防護に関する不適合情報

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1

業務車両が、核物質防護上の区域出入口を、異なる車両通行証を誤って使用して通過した。
協力企業が委託先に当該通行証を手渡す際に取り違えに気付かなかったこと、見張人が他の照合す
べき確認票にて当該通行証の照合を終えたと思い込んだことが原因。
対策として、通行証手渡しの際は取り違えがないかを双方で確認すること、見張人による照合手続きも
1つずつ確実に実施することを周知徹底した。
なお、現場設備に妨害破壊行為等の痕跡はなく、不審者や不審物もなかったことを確認済み。

2021/09/29

9/22公開の「核物質防護
に関わる不適合の公表
方針・公表基準」の運用
を開始した10/1以前の事
案であるが、9/22以降に
発生し、新しい公表基準
の区分Ⅱに相当すること
から、重大性を考慮して
公表するもの

NO. 不適合事象 発見日 備　　考

1 2021/10/01

2 2021/10/05

3 2021/10/13

侵入検知器が、不法行為等がないにも関わらず動作し続けることを確認した。調査の結果、設備面の
不具合であったことから、当該不具合箇所を修理し、正常な状態に復旧した。なお、不具合発生期間中
の監視機能は、代替措置にて維持した。

３．公表区分Ⅲ　　　　　  ０件

４．公表区分その他　　　３件

２０２１年１１月２日（火）にパフォーマンス向上会議で確認した核物質防護に関する不適合事象は、下記のとおりです。
※核物質防護措置に関わる情報のため、事象の概要のみ、お知らせさせていただきます。

◆ 不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。
法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の不具合が対象になります。

核物質防護に関わる不適合の公表方針・公表基準については以下のＵＲＬをクリックしてご覧ください。

https://www.tepco.co.jp/niigata_hq/data/pp/pdf/policy.pdf

１．公表区分Ⅰ　　　　　　０件

２．公表区分Ⅱ　　　　　　１件
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柏崎刈羽原子力発電所１号機
主変圧器エリアの排水ポンプにおける
端子台およびケーブルの火災について

２０２１年１０月２８日

東京電力ホールディングス株式会社
柏崎刈羽原子力発電所

１．火災があった設備の概要

○ 1号機主変圧器エリアには、変圧器内部の絶縁用の油漏えいに備えた防油堤を設置
また、防油堤の地下には、防油提に流れた雨水をためる排水ポンプピットを設置

○そのピットから排水するためのポンプに電源を供給する中継端子台と、そこに接続されている電気
ケーブルに焦げ痕を確認

１号機 

タービン建屋 

１号機 

原子炉建屋 

２号機 

原子炉建屋 

２号機 

タービン建屋 

中継端子台

１号機タービン建屋主変圧器

防油堤

中継
端子台

排水ポンプピット
（防油提地下）

防油提
排水

排水
ポンプ

【設備イメージ】

海側

山側

約5ｍ

主変圧器

中継端子台

1/3
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２．現場状況

ポンプ側ケーブル
電源側ケーブル

中継端子台

中継端子台およびポンプ側ケーブルに焦げ痕を確認

※上蓋を開けた状態＜中継端子箱＞

＜中継端子箱の中の様子＞

2/3

３．火災（焦げ痕の発見）の概要

発見日 ：2021年10月25日（月）

発生場所：1号機 屋外 主変圧器エリア（非管理区域）

発生状況：10月24日

・15時31分、１号機主変圧器エリアにおいて、排水ポンプの異常を知らせる警報が発生し、

ポンプが自動停止。

・現場にて、電源盤を確認し電源に異常が無いこと、当該排水ポンプ周辺を確認し発煙や異臭

などが無いことを確認。翌日に詳細確認を行うこととし、発生初日の対応を終了。

10月25日

・13時30分、排水ポンプピット内の確認、ポンプの外観点検、絶縁抵抗測定に着手。

・16時43分、排水ポンプの中継端子台を確認したところ端子台およびケーブルに焦げ痕を

確認（異臭・発煙なし）

・18時20分から柏崎市消防本部が現地を確認し、18時48分に火災を判断。

推定原因：何らかの原因で短絡（ショート）が発生し、焼損したと推定。

対応内容：・ 応急対応として、10月26日に当該の排水ポンプ近傍に仮設排水ポンプの設置完了。

・ 他の変圧器用に設置してある屋外の排水ポンプの中継端子箱（11箇所）については、

10月26日に焦げ痕や異臭などの異常が無いことを確認。

・ 今回、焦げ痕が確認された端子台については、10月27日に取外し完了。

今後、詳細な原因調査を実施。

3/3
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2021年度第 2四半期決算について 

 

2021年 10月 27日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、本日、2021 年度第 2 四半期（2021 年 4 月 1 日～2021 年 9 月 30 日）の連結

業績についてとりまとめました。 

 

連結の経常損益は、引き続き、グループ全社を挙げた収支改善に努めたものの、JERAに

おける燃料費調整制度の期ずれ影響が悪化したことや、小売販売電力量が減少したことな

どにより、前年同期比 1,234億円減の 1,013億円の利益となりました。 

 

また、特別損失に、原子力損害賠償費 298億円を計上し、特別利益に原子力損害賠償・

廃炉等支援機構からの資金交付金を 298億円計上したことから、特別損益は相殺され、親

会社株主に帰属する四半期純損益は、886億円の利益となりました。 

 

                   （単位：億円） 

 
当第 2四半期 

（A） 

前年同期 

（B） 

比 較 

A－B 
A／B

（％） 

 売 上 高    22,107   28,342  △  6,234 78.0 

 営 業 損 益   970   1,813  △    843 53.5 

 経 常 損 益   1,013   2,248  △  1,234 45.1 

 特 別 損 益   0  △ 677    677  - 

 
親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 損 益 

  886   1,486  △   599 59.6 

 

【セグメント別の経常損益】 

2021年度第 2四半期のセグメント別の経常損益については、以下のとおりです。 

・ 東京電力ホールディングス株式会社の経常損益は、基幹事業会社からの受取配当金

の増加などにより、前年同期比 347億円増の 980億円の利益となりました。 

・ 東京電力フュエル＆パワー株式会社の経常損益は、JERAにおける燃料費調整制度

の期ずれ影響が悪化したことなどにより、前年同期比 379億円減の 73億円の利益

となりました。 

・ 東京電力パワーグリッド株式会社の経常損益は、託送収益の減少や、設備関係費の

増加などにより、前年同期比 171億円減の 1,066億円の利益となりました。 

・ 東京電力エナジーパートナー株式会社の経常損益は、小売販売電力量が競争激化

や、気温の影響で減少したことなどにより、前年同期比 400億円減の 58億円の利

益となりました。 
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・ 東京電力リニューアブルパワー株式会社の経常損益は、固定資産税の増加などによ

り、前年同期比 16億円減の 350億円の利益となりました。 

 

 （単位：億円） 

 
当第 2四半期 

（A） 

前年同期 

（B） 

比 較 

A－B 
A／B

（％） 

 経 常 損 益   1,013   2,248  △  1,234    45.1 

 東京電力ホールディングス   980   633      347   154.9 

 東京電力フュエル＆パワー   73   453  △    379        16.2 

 東京電力パワーグリッド     1,066   1,238  △    171 86.1 

 東京電力エナジーパートナー    58   459  △    400   12.7      

 東京電力リニューアブルパワー    350   367   △     16   95.5 

 
 

【2021年度業績予想】(2021年 7月 29日に公表した内容から以下のように修正) 

2021年度の業績予想については、総販売電力量の増加を見込んだことから、売上高

は、2021年 7月 29日公表の業績予想比で 3,660億円増の 4兆 8,500億円となる見通

しです。経常損益は、燃料費調整制度の期ずれ影響の悪化などにより、2021年 7月 29

日公表の業績予想比で 870億円減の 130億円の損失となり、親会社株主に帰属する当

期純損益は、160億円の損失になる見通しです。 

 

（単位：億円） 

   
2021年度 

（今回見通し） 

2021年度 

（2021年 7月 29日

公表見通し） 

2020年度 

（実績） 

 売 上 高    48,500   44,840   58,668  

 経 常 損 益  △ 130   740   1,898  

 特 別 損 益   0   -    13  

 
親会社株主に帰属する 
当 期 純 損 益 

 △ 160   670   1,808  

 
 

以 上 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

広報室 報道グループ 03-6373-1111（代表） 
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（お知らせ） 

 
 

柏崎市、刈羽村における「コミュニケーションブース」の開催について 

 

2021年 10月 28日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

当社は、9月 22日に IDカード不正使用や核物質防護設備の機能の一部が喪失す

る事案に対する根本原因分析、改善措置活動の計画等を取りまとめ、原子力規制委

員会へ報告しました。また同日に、報告内容について、安全対策工事の一部未完了

を受けた総点検の取り組み状況などとあわせて公表させていただきました。 

 

当発電所では、11月 6日（土）～12月 12日（日）の毎週末、地域の皆さまに

この報告内容等についてご説明し、ご意見を拝聴させていただく「コミュニケー 

ションブース」を柏崎市・刈羽村の計 12箇所において順次開催してまいります。 

 

今後、新潟県内の他の地域でも、同様のコミュニケーションブースの開催を検討

してまいります。 

 

以 上 

 

 

別紙：「コミュニケーションブース」の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ  0257-45-3131（代表） 
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別 紙 

 

「コミュニケーションブース」の概要 

 

 

１．開催期間・場所 

2021年 11月 6日（土）から 12月 12日（日）までの土・日曜日 

   

 ＜柏崎市：11箇所＞ 

11 月 6 日（土）、7 日（日）：枇杷島コミュニティセンター 

上条コミュニティセンター 

11 月 13日（土）、14 日（日）：ワークプラザ柏崎（田塚地区） 

大洲コミュニティセンター 

11 月 20日（土）、21 日（日）：中央地区コミュニティセンター 

西中通コミュニティセンター 

11 月 27日（土）、28 日（日）：中鯖石コミュニティセンター 

田尻コミュニティセンター 

12 月 4 日（土）、5 日（日）：松波コミュニティセンター 

北条コミュニティセンター 

12 月 11日（土）、12 日（日）：道の駅 西山 ふるさと公苑 

 

＜刈羽村：1箇所＞ 

12 月 11日（土）、12 日（日）：刈羽ふれあいサロン きなせ 

 

 

２．開催時間 

 10時 00分 ～ 12時 00分 

      13時 00分 ～ 15時 30分 

 

３．実施内容 

○ パネルコーナー 

当社社員がパネルや資料を用いて、「IDカード不正使用や核物質防護設備

の一部機能喪失事案を受けた根本原因分析や改善措置活動の計画等」や「安

全対策工事の一部未完了を受けた総点検の取り組み状況」に関してご説明さ

せていただき、ご質問やご意見を拝聴させていただきます。 

○ バーチャル・リアリティ（VR）コーナー 

電源車や貯水池などの柏崎刈羽原子力発電所の安全対策について、臨場感あ

る映像でわかりやすくご紹介します。 

 

以 上 
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２１年１０月２８日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/8

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響で
1年程度遅延する見込み

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約180m3/日（2019年度）、約140m3/日（2020年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取り組み～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取り組み
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• 今後、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年末の半分程度に
低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策や防潮堤設置の工事を進めています。また、豪雨対策
として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を計画的に実
施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
レ
ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
バ
イ
パ
ス

サ
ブ
ド
レ
ン

滞留水

陸
側
遮
水
壁

敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について

処理水の海洋放出にあたっては、安全に関する基準等を遵
守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してまいり
ます。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングのさら
なる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAによる
安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性高く、
継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始

ALPS処理水の
取扱いに関する
小委員会

東京電力原子力
規制委員会

東京電力政府

（
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分
開
始
の
約
１
年
前
～
）
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施
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書
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幅
広
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係
者
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伺
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基
本
的
な
方
針
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原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
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認
可

実
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画
の
変
更
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可
申
請

処
分
開
始※
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海
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
継
続

2年程度

4月13日に「廃炉・汚染水・処理
水対策関係閣僚等会議」より決定

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出

がれき撤去 等
燃料取り出し
設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

1



1/2号機 SGTS配管一部撤去に向け飛散防止対策が完了、
配管切断のモックアップを実施中

2号機原子炉建屋最上階内シールドプラグ
の新規穿孔箇所調査に向け準備を進める

減容処理設備の建屋基礎工事完了

1号機大型カバー設置に向け鉄骨等の地組作業および
原子炉建屋の外壁調査を実施中

1号機原子炉格納容器内部調査に向けた
アクセスルート構築に関わるガイドパイプ設置作業完了

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*1
（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機

注水

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

615体

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

養生バッグ

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了） 取り出し完了燃料（体）

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ
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前室

2号機燃料デブリ試験的取り出し装置
の性能確認試験を継続実施

高線量である1/2号機非常用ガス処理系
（SGTS）配管を切断する際、放射性ダストが飛
散するリスクがあることから、飛散防止を目的とした
配管内のウレタン注入作業を、遠隔装置を用いて
実施し、9月26日に完了しました。
また、遠隔装置を使用した配管切断のモックアップ
を繰り返し実施しており、そこから得られた教訓を手
順や設備に反映しているところです。
作業を安全かつ着実に進めるべく、今後、実機ク
レーンによる操作訓練を重ね、11月中旬の配管撤
去作業に向け、準備を進めてまいります。

1号機原子炉格納容器の内部
調査に向け、調査装置のアクセス
ルート構築のためのガイドパイプ設
置作業が10月14日に完了しまし
た。
内部調査に向けて、11月より、
作業エリアの養生シートの張り替え
や、調査装置の設置作業等を開
始する予定です。
引き続き、2021年度内の内部
調査開始に向け、安全最優先で
慎重に作業を進めてまいります。

＜ガイドパイプ設置状況＞

シールドプラグの汚染状況の更なる把握に向
け、新規穿孔箇所による調査を計画しており、
穿孔箇所の検討のため10月7日にシールドプラ
グ上部の線量調査を実施しました。
調査の結果、シールドプラグ中央部・継ぎ目
部で線量が高く、線量にバラつきがあることを確
認しました。
今後、線量調査結果を踏まえ11月下旬から

12月中旬にかけて13箇所の穿孔作業を実施
し、12月中旬から新規穿孔箇所による調査を
実施する予定です。

金属の切断処理
やコンクリートを破砕
処理するための減
容処理設備を建設
しており、10月22
日に基礎工事が完
了しました。
2022年度内の竣
工に向け、引き続き
安全に工事を進め
てまいります。

大型カバー設置に向け、現在、構外ヤー
ドで鉄骨等の地組作業を実施しており、仮
設構台の地組が概ね完了しました。
また、建屋周辺では、大型カバー設置に
伴う原子炉建屋へのアンカー設置に先立ち、
10月20日より原子炉建屋外壁のひび割れ
調査およびコンクリートコアの採取による強度
確認作業を開始しました。
2023年度頃の大型カバー設置に向け、
引き続き、安全最優先で準備作業を進め
てまいります。

8月より開始している国
内工場（神戸）での性
能確認試験は継続的に
実施しています。
また、VR環境下でのロ
ボットアーム操作訓練や実
機の双腕マニピュレータを
使用した訓練を実施して
いるところです。
引き続き、訓練や確認
試験を進めてまいります。

＜配管切断モックアップの様子＞

ラフタークレーン
（切断装置用）

ラフタークレーン
（油圧ホース介助用）

切断機 配管把持装置

油圧ホース

X-2ペネ内扉

手摺

カメラ治具 照明治具

＜建設状況
（2021年10月20日撮影）＞

＜ロボットアーム性能確認試験の様子＞

下部架構 仮設構台

＜構外ヤード全景（2021年10月11日撮影）＞

監視用ガイドパイプ

調査装置投入用
ガイドパイプ
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主な取り組みの配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.

６
号

５
号

MP-2

MP-4

MP-6

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地盤改良

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

2号機原子炉建屋最上階内シールドプラグ
の新規穿孔箇所調査に向け準備を進める

1号機原子炉格納容器内部調査に向けた
アクセスルート構築に関わるガイドパイプ設置作業完了

2号機燃料デブリ試験的取り出し装置
の性能確認試験を継続実施

1号機大型カバー設置に向け鉄骨等の地組作業お
よび原子炉建屋の外壁調査を実施中

1/2号機 SGTS配管一部撤去に向け飛散防止対策が完了、
配管切断のモックアップを実施中

減容処理設備の建屋基礎工事完了
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